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左から，清水，長谷川，大谷，廣田

H i s t o r y  a n d  N o w
どのような機関なのでしょう ?

　本学は，1941（昭和 16）年，日本赤十字社愛知

県支部病院救護看護婦養成所として発足しました。

その後，1989（平成元）年，日本赤十字愛知女子

短期大学が開学，1997（平成 9）年，日本赤十字

愛知短期大学への改称を経て，2004（平成 16）

年， 日 本 赤 十 字 豊 田 看 護 大 学 が 開 学 し ま し た。

2010（平成 22）年には大学院看護学研究科看護学

専攻（修士課程）が，2016（平成 28）年には看護

学研究科共同看護学専攻（博士課程）が設置されて

います。

E d u c a t i o n
どのような教育をしていますか ?

　本学は，人道の精神を導く赤十字基本原則を建学

の精神とし，教育カリキュラムは「人間」「環境」

「健康」「看護」「赤十字」の 5 つの主要概念に基づ

いて構成されています。

　公衆衛生看護学の関連科目としては，全学生必修

の「公衆衛生看護学概論」「健康教育方法論Ⅰ」，保

健師教育課程専攻学生が選択する「保健指導方法

論」「健康教育方法論Ⅱ」「家族生活支援論」「地域

診断論」「地区活動論」「産業看護論」「学校看護論」

「公衆衛生看護管理」「公衆衛生看護学実習」があり

ます。

　この中の「地域診断論」「健康教育方法論Ⅱ」で

は，大学周辺地域において地域診断を行い，明らか

になった健康課題を踏まえて地域住民に対して健康

教育を実施，評価する，PDCA サイクルに沿った学

習を行っています。

R e s e a r c h
どのような研究をしていますか ?

　各教員が現在取り組んでいる主な研究テーマは，

「発達障害児の保護者支援」「地域包括ケア推進に向

けた医療機関保健師の実践能力」「労働者のワー

ク・ファミリー・コンフリクト」「災害時における

養護教諭の健康支援活動」などです。あらゆる分野

で活動しているそれぞれの保健師の機能の特徴や，

どの分野にも共通する保健師活動の本質を追究して

いきたいと考えています。

C o l l a b o r a t i o n
保健活動の現場とのつながりは ?

　公衆衛生看護学実習等において，県，市町の関係

者の皆さまから教育への理解・協力をいただき，学

生に対して熱心で温かいご指導をいただき，心より

感謝しています。また，前述の大学周辺地域の地域

診断では，地区担当保健師の方にもご参加いただ

き，統計資料等からは把握しにくい地域の特徴や地

区における保健活動の実際などをご説明いただいて

います。学生が保健師活動の実際をイメージし，保

健師活動の魅力を知る貴重な機会になっていると思

われます。

保健師の活動を可視化する必要性とその難しさに直面しながら，学生の教育に取り組んでいます。看護実践は理
論のみではなく経験的学習によって成長できるものであると言われています。保健師がこれまで積み上げてきた
優れた実践知を，皆で共有できるよう可視化することに挑戦していきたいと考えています。
� 長谷川

ひとこと

保健師ジャーナルでは，このページに登場してくださる研究室（保健師教育に関わる講座・分野・領域）を募集中です。研究室での
保健師教育の特色や，研究活動，現場とのつながりをご紹介ください。
応募方法●電話，FAX，E-mail のいずれかにて編集室までご連絡ください。掲載分には医学書院特製図書カードを進呈いたします。
連絡先●医学書院『保健師ジャーナル』編集室　☎ 03-3817-5774　 FAX  03-5804-0485　 メール  hokenshi@igaku-shoin.co.jp

日本赤十字豊田看護大学看護学部看護学科
公衆衛生看護学

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
9 

2026/09/25 00:18:53


